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ペトリネットを用いた開かずの踏切のシミュレーション

























7:55 8:03 8:15 8:34 7:54 8:12 8:26 8:38
8:51
金山→共和 共和→金山
8:24 8:01 8:09 8:14 8:21
8:29 8:40 8:48
熱田→笠寺 刈谷→金山
7:53 8:01 8:13 8:23 8:04 8:24 8:39
8:32 8:46 8:51
貨物 (熱田→笠寺方面) 貨物 (笠寺→熱田方面)








41分 22秒 40分 55秒
図 1 笠寺踏切
笠寺踏切で最も遮断時間が長かった時間が 7:53 から 8:53 ま





合は 101 秒遮断していると考え、1 分に通過し 2 分にも通過す
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